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５月第４例会　５月23日（金）５月第４例会　５月23日（金）

地区クラブ活性化セミナーが行われます 
日　時：６月14日㈯　登録 9:30～
　　　　開会 10:00　閉会 16:30
場　所：つくば国際会議場

つくば市竹園2-20-3　TEL.029-861-0001
出席者：2025-26年度：石井浩一会長
　　　　　　　　　　　　島根昌明会長エレクト

会計からのお願い
６月は、決算月となっております。支出のある委員
会は６月20日の例会までに会計または事務局まで
お願い致します。

次年度向け情報集会について
６月２日の理事会で、今年度中に開催する次年度情
報集会のメークアップについて、２週間前告知の条
件を緩和することが承認されました。

５月24日㈯ おひさま食堂が開催されました
出席者（敬称略）　　　　　　　　　　　　　（８名）
兼子、笹館、鈴木（憲）、篠原、小川、原口、川上、中庭

次回例会日程
日　時：６月13日㈮　12:30～
場　所：水戸プラザホテル
内　容：2025-2026年度瀬戸隆海ガバナー公式訪問について

石井浩一会長エレクト
クラブ協議会「委員会実績報告Ⅱ」
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2025年６月６日（金）

 1. 点鐘・開会 
 2. 国歌斉唱・ロータリーソング
 3. ビジター・ゲスト紹介
 4. ロータリーの時間 兼子充裕会長
 5. マルチプル・ポール・ハリス・フェローピン伝達

髙野　賢会員（第７回）　久保田規子会員（第１回）
 6. ポリオ・プラス・ソサエティ認証状及びピン伝達

 島根昌明会員、長岡秀典会員
 7. 米山奨学金授与

ダミディンスレン，イシインホロルさん
 8. 会　食
 9. 会務報告（出席状況報告　ニコニコＢＯＸ　

その他）
10. 幹事報告

―　休　憩（１分間）　―
11. クラブ協議会「委員会実績報告Ⅰ」

会員組織、職業分類、会員選考、会員増強、
ロータリー情報、クラブ管理運営、出席、
親睦活動、会場運営、プログラム、
公共イメージ、会報、IT資料、雑誌

12. ロータリーソング
13. 点鐘・閉会

６月第１例会プログラム

ロータリー親睦活動月間
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77名 30名 47名 47.62％５月第４例会（５月23日）
出席状況

前週訂正出席率65.67%

■会員メークアップ
４/15　日本REC2650　　水口二良
４/18　北海道2500REC　水口二良
４/21　日本REC2650　　水口二良
５/11　北海道2500REC　水口二良
５/21　日本REC2650　　水口二良

水戸西RC　　　　　大金　誠

■財団BOX（５月２３日（金）扱）
笹館康男会員……財団の友献金（第6回）

　＄100　14,200円（累計＄14,600）
粂田信行会員……財団の友献金（第2回）

＄100　14,200円（累計 ＄9,200）
及川　譲会員……財団の友献金（第4回）

＄100　14,200円（累計 ＄5,400）
根本 次会員……財団の友献金（第1回）

＄100　14,200円（累計 ＄4,100）
川﨑紀子会員……財団の友献金（第4回）

＄100　14,200円（累計 ＄3,400）
山本　大会員……財団の友献金（第7・8回）

＄200　28,400円（累計 ＄2,800）
川澄千亜紀会員…財団の友献金（第6・7回）

＄200　28,400円（累計 ＄2,700）
久保田規子会員…財団の友献金（第1回）

＄100　14,200円（累計 ＄2,100）
軍司由佳会員……財団の友献金（第4回）

＄100　14,200円（累計 ＄1,400）
川﨑英輝会員……財団の友献金（第2回）

＄100　14,200円（累計 ＄1,200）
原口一吉会員……財団の友献金（第8・9回）

＄200　28,400円（累計 ＄900）
録田幸裕会員……財団の友献金（第7回）

＄100　14,200円（累計 ＄700）
横須賀舞会員……財団の友献金（第1回）

＄100　14,200円（累計 ＄100）
月例献金（5月分）…2,454円

この計　　　14件　　　$1,600外　　　229,654円

■米山BOX（５月２３日（金）扱）
鈴木憲一会員……米山功労者献金（第7回）

10,000円（累計770,000円）
久保田規子会員…米山功労者献金（第2回）

10,000円（累計220,000円）
二川隆司会員……米山功労者献金（第8回）

10,000円（累計180,000円）
岡村太郎会員……米山功労者献金（第3回）

10,000円（累計130,000円）

この計　　　 4件　　　40,000円

■ニコニコBOX（５月２３日（金）扱）
根本 次会員……
篠原　勉会員……
郡司恵一郎会員…
石川啓司会員……

岡村太郎会員……

人見委員長、職場訪問お疲れ様でした。
誕生祝い有難うございます。
誕生祝い有難うございます。71歳花の独身です。
明日から４日間の不連続東京出張です。総会ラッ
シュでワン公が可愛そうです。
今年度も残り僅か。ラストスパートですね！元気
に楽しくやりましょう。
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この計　　　 5件　　　 13,000円
５月計　　　 29件　　　 109,000円
累　計　　　486件　　　1,821,000円

日　時　６月２日㈪　18:30～
場　所　 水戸プラザホテル
出席者　役　　員　兼子充裕　　石井浩一　　島根昌明

　　　　　宇留野秀一　篠原　勉　　上野義哉
　　　　　石川啓司
理　　事　原口一吉　　録田幸裕　　川上英則
　　　　　磯﨑昭彦　　平山桜子　　岡村太郎
　　　　　米川幸喜（谷島親睦活動委員長代理）

議事・決議事項
①６月の例会プログラムについて 《承　認》

②５月の収支について 《承　認》
③ミャンマー地震への義援金について（追認） 《承　認》
④退会希望者の件 《承　認》
⑤水戸南おひさま食堂RCCの贈呈式、記念品について 《承　認》
⑥クラブ・ラーニングファシリテーター（クラブ研修リーダー）の任命について
 《石井会長エレクトに一任》
⑦次年度情報集会のメークアップについて 《承　認》
保留事項　特になし

第12回定例理事会　議事録
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会員組織委員会
委員長　石井　浩一

　会員組織委員会に属する職業分類、会員選考、会員
増強、ロータリー情報の４つの委員会で協力し、会員
の増強および退会防止に尽力頂きました。各委員長の
皆様、ありがとうございました。
　入会者は２名、退会者は２名です。

ロータリー情報委員会
委員長　篠原　　勉

　近藤会員のオリエンテーションを８月22日水戸京
成ホテル景山において、織也会員のオリエンテーショ
ンを10月15日に水戸プラザホテル四川飯店において
行った。下期は入会がなくオリエンテーションはでき
なかった。
　1－3奉仕研究会に出席し、入会３年未満の会員の
退会防止に努めた。

クラブ管理運営委員会
委員長　島根　昌明

　クラブ管理運営の出席・親睦活動・会場運営・プロ
グラム・公共イメージ・会報・IT資料・雑誌の８委員
会の委員長をはじめとする皆様、スムーズな委員会活
動を進めて頂き誠にありがとうございました、感謝申
し上げます。
　一年間ありがとうございました。

出席委員会
委員長　深谷　　智

・メークアップを利用して多くの会員の出席数を向上
させる等、地道な対応を実行するという方針に対し
て活発な活動が不十分であった。

・100％出席者が５月31日現在30名程度であった。
また、あと１～２回のメークアップで100％出席に
なる会員が３名程いる為お声かけさせて頂いた。
100％出席者に記念品を贈る。

・出席率は６月末終了時に確定するため年度末に報告
致します。

　一年間通して、らくらく連絡網利用の皆様のご協力
に対し御礼申し上げます。

親睦活動委員会
委員長　谷島　孝明

⑴ビジター・ゲストの受付・案内・ご紹介をいたしま
した。
⑵納涼家族例会・新年家族例会を企画し、たくさんの
ご家族の皆様にご参加いただき開催することができ
ました。
⑶忘年クリスマス例会を企画し、会員の皆様に趣向を
凝らしたコスプレを披露していただきました。
⑷誕生祝を準備しプレゼントの贈呈をし、例会を欠席
されている会員の方には会員のご協力により届ける
ことができました。
⑸ガバナー公式訪問にて接待等のサポートをいたしま
した。
⑹喜寿のお祝いを実施しました。
⑺会員関係の慶弔のお手伝いをさせていただきました。
　親睦活動委員会のメンバー、会員の皆様には多大な
るご協力を賜り感謝申し上げます。

会場運営委員会
委員長　上野　義哉

・通常例会の準備、ガバナー公式訪問、水戸さくら
RCとの合同例会については委員の協力、会員の皆
様の協力の下、計画通り行うことが出来た。
・フードロスの問題については、通常例会の食事の締
めが火曜日ということもあり火曜日の段階ではらく
らく連絡網の返信が少ない中できる限りロスを減ら
すことは出来たと思う。
・例会中の雑談をなくすことに関しては、諸先輩方に
対して指摘することに気が引けてしまい実行するこ
とが出来なかった。
　一年間通して、水戸南RCの厳格過ぎない（和気あ
いあい）という良さを生かしながら会場運営をどう
行っていくかを考えていたが、至らない点も多くご迷
惑をお掛け致しました。
　一年間ご協力ありがとうございました。

国際奉仕・姉妹友好クラブ委員会
委員長　録田　幸裕

当初事業計画
①姉妹・友好クラブと協働出来る国際奉仕を企画、実
行する。
②友好クラブ・シーロムRCとのグローバル補助金の
実施に伴う交流活動を行う。
③姉妹クラブ・清州西原RCとの共同事業を地区補助
金プロジェクトとして社会奉仕委員会と連携して実
施する。
④友好クラブ・高松西RCとも引き続き、交流を実施
する。
事業報告
・７月、グローバル補助金によるタイ王国医療機器の
支援後視察交流事業実施。今年も友好クラブのシー
ロムRCとのGG補助金事業に係る視察交流活動を
実施出来た。今回参加はなかったが、GG補助金事
業には高松西RCも支援金拠出。
・１月、フィリピンにおける清州西原RCとの共同事
業医療と食事物品支援の実施。姉妹クラブの清州西
原RC恒例の国際奉仕事業を今回初めて地区補助金
プロジェクトとして協働出来た。次回以降は未定だ
が今後とも積極的な交流を続けていく予定。
・地区の要請によりミャンマー大地震支援金を拠出し
た。
・高松西RCとも今後以降も交流を続けていく予定。

ロータリー財団委員会
委員長　浅野　佑介

　財団寄付については以下の通りとなりました。
年次基金　実績＄13,100　達成率115％
ポリオ　　実績 ＄2,583　達成率113％
ベネファクター　１名
　今年度ポリオ・プラス・ソサエティーに６名の方が
なりました。
　皆様のご協力に深く感謝申し上げます。
　フィリピンプロジェクトにおいて地区補助金を有効
に活用することができました。
　また、卓話や1－3奉仕研究会において財団理解の
機会を多く設けていただきました。

米山記念奨学委員会
委員長　平山　桜子

・米山奨学金目標金額達成いたしました。
・クラブ全体でサポートしてくださったお陰でチャム
リング　ライ，プレラナさんにロータリーを通じ日
本の心を伝える事ができました。
・出席毎に近況報告もできました。
・米山カウンセラー久保田規子会員の上半期と変わら
ず細やかに対応してくださいました。
　一年間ご協力ありがとうございました。
　心より感謝いたします。

ニコニコBOX委員会
委員長　鈴木由紀子

⑴年度当初目標額  
　1人30,000円×76名　2,280,000円  
⑵例会寄付金総額（5/23現在）  
　例会にての寄付　1,667,000円
　　　　〃　　　　 254,000円

（子ども元気プロジェクト指定献金）
　小　計　　　　　1,821,000円
　年会費より　　　 390,000円（上期分）
　　　　　　　　　 385,000円（下期分）
　小　計　　　　　 775,000円
　合　計　　　　　2,596,000円
　会員皆様のご協力により目標は達成致しました。
　ご献金を頂きました会員の皆様には心から感謝申し
上げます。  

会計委員会
委員長　篠原　　勉

事業実績報告
１．８月第１例会において前年度決算報告と今年度予

算の承認を受けた。
２．12月第１例会において今年度中間決算書を作成

し報告をした。
３．次年度の各委員会の予算請求を出すよう依頼し

た。

雑誌委員会
委員長　高柳　益美

１．例会での雑誌紹介
　毎月一度、例会の時間に、「ロータリーの友」
のおすすめ記事や注目のトピックを紹介いたしま
した。これにより、会員の皆様が雑誌を手に取り
やすくなり、記事の内容を共有する機会を増やす
ことができました。

２．雑誌送付時期の見直し
　これまでは雑誌の到着時期が例会直前になり十
分な検討時間が確保できなかったため、前月中に
雑誌が届くよう発送時期を早めていただきまし
た。これにより、会員の皆様が事前に記事を読み
込む時間を確保でき、より有意義な情報交換や
ディスカッションにつなげられるようになりまし
た。

３．今後の取り組み
　「ロータリーの友」への寄稿や掲載をめざし、
より積極的に記事づくりに関わってまいります。
「ロータリーの友」の購読率向上を図るため、会
員同士での感想共有や勉強会の開催など、雑誌を
活用した交流の機会を増やしていきます。

奉仕プロジェクト委員会
委員長　石川　啓司

　奉仕プロジェクト委員会では、職業奉仕、社会奉
仕、青少年奉仕、国際奉仕・姉妹友好クラブの各委員
会が連携を図り、横断的な活動を支援するため、以下
の活動を実施しました。 
【上半期】 
　各委員会の活動内容や進捗状況を共有し、情報の
相互理解と連携を深めました。

【下半期】 
　１月の第1－3奉仕研究会にて、各委員会の活動
実績と成果について総括的な評価を行い、残された
活動である職業奉仕委員会による職場訪問を含め今
後の課題についても共有しました。 
　さらに次年度第1例会後に予定されている国際
ロータリー3350地区シーロムロータリークラブと
の国際奉仕活動（タイ・ウボンラチャタニー方面の
地方２病院における医療機器贈呈式及び施設視察と
ロータリー財団グローバル補助金の最終報告）の準
備を兼ねて、７月４日～７日の期間で実施する方向
で、またそれに伴うシーロムロータリークラブとの
友好クラブ協議書締結調印等について協議を行いま
した。

職業奉仕委員会
委員長　人見　光一

⑴例会時に四つのテストを掲げる。
⑵令和７年５月16日に、職場訪問として水戸地方裁
判所を見学し、移動例会を実施。
⑶地区研修への参加。
　以上、会員の皆様、関連委員会の皆様、委員会のメ
ンバーの皆様のご協力により、１年間の活動をするこ
とができました。

社会奉仕委員会
委員長　小泉　正史

⑴おひさま食堂を継続しました。また、ボランティア
の方々をRCCとして組織しました（RCC＝水戸南
おひさま食堂ロータリー地域社会共同体の結成）。
⑵地域の課題解決の一助として、クラブ行事として子
ども元気プロジェクトサポートしました（夏休み・
冬休み・春休みの３回実施しました）。
⑶清州西原ロータリークラブとの共同事業として行
う、地区補助金プロジェクトを実施しました（１/
９～１/10にフィリピンの貧困家庭に食料や生活用
品を配布）。
⑷その他地域の社会課題について、地区の要請に応じ
て、災害地大船渡大規模山林火災、大地震に支援を
拠出しました。

青少年奉仕委員会
委員長　原口　一吉

　水戸南RC杯ミニバスケットボール大会の開催が出
来ました。
　会員及び米山奨学生にインターアクト、ライラ等の
青少年奉仕活動への参加を勧めました。
　フィリピンプロジェクトを協力して行いました。

プログラム委員会
委員長　岡村　太郎

①年間・月間プログラムの作成と進行
一年間を通して会長、幹事、各委員長、会員の皆様
のご協力を頂き、充実したプログラムを作成するこ
とが出来ました。また、進行においては川上英則副
委員長、川﨑紀子委員、横須賀舞委員のメンバーで
担当を分担し例会を滞りなく進行できましたことに
心より感謝申し上げます。

② 成長するクラブを実現するために会長、幹事、理事
会でのプログラムに関する検討を積極的に実施し、
理事会におきまして各委員長から忌憚のないご意見
を頂きましてプログラムの詳細をブラッシュアップ
することが出来ました。また、月間卓話の卓話者選
定にあたっては宇留野幹事に多大なご協力を頂きま
して充実した内容の卓話を実施することが出来まし
た。

③みんなで参加するクラブを実現するために、出席委
員会、会場運営委員会、親睦活動委員会とのコミュ
ニケーションを取って、例会運営をおこなっていく
楽しくアットホームな雰囲気と出来る限り多くの会
員の皆様にお声がけをさせて頂き、クラブの一員で
あることを感じて頂けるようにコミュニケーション
を大切に運営してまいりました。上野会場運営委員
長、谷島親睦活動委員長、深谷出席委員長には一年
間を通して、ご協力頂きましたことに感謝申し上げ
ます。

④例会時間の管理をしっかりと行っていくことで、規
律と品格あるクラブとなるようプログラム委員会で
主導する。1時間と決められた時間の中で、時間が
足りなかったりまた時間が余ってしまったりするこ
とがありました。大髙ガバナーからのご指導によ
り、例会前に食事を取って例会は発表や卓話の時間
に充てることを試験的に実施してみましたが、賛否
両論がございました。今後の例会運営において参考
にして頂ければと思います。

公共イメージ委員会
委員長　磯﨑　昭彦

①「ロータリーの友」へフィリピンプロジェクトの寄
稿を実施しました。
②Facebookでの情報発信を行いましたが、引き継
ぎ可能なアカウントの問題が残っています。
③おひさま食堂RCC結成を通じて、地域社会へのPR
を行いました。

会報委員会
委員長　川﨑　英輝

　水戸南RCの例会や、行っている活動の写真を掲載
し、水戸南RCらしい雰囲気が伝わるような写真を掲
載することを心掛けましたが、毎回同じような紙面に
なってしまったので、次年度以降は他委員会と意見交
換しながら、読む人が楽しめるような紙面にしていか
なければならないと感じました。

IT資料委員会
委員長　桑名　武之

①My ROTARY登録100％を達成しました。
②らくらく連絡網プラスへの移行をサポートしまし
た。
③奉仕活動のホームページ掲載（おひさま食堂、子ど
も元気プロジェクト、ポリオデー、RYLA、フィリ
ピンプロジェクト）を実行しました。
　らくらく連絡網プラスは以前より使いやすくなりま
したので、今後、クラブ内でのコミュニケーションが
より円滑になると良いと思います。
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会員組織委員会
委員長　石井　浩一

　会員組織委員会に属する職業分類、会員選考、会員
増強、ロータリー情報の４つの委員会で協力し、会員
の増強および退会防止に尽力頂きました。各委員長の
皆様、ありがとうございました。
　入会者は２名、退会者は２名です。

ロータリー情報委員会
委員長　篠原　　勉

　近藤会員のオリエンテーションを８月22日水戸京
成ホテル景山において、織也会員のオリエンテーショ
ンを10月15日に水戸プラザホテル四川飯店において
行った。下期は入会がなくオリエンテーションはでき
なかった。
　1－3奉仕研究会に出席し、入会３年未満の会員の
退会防止に努めた。

クラブ管理運営委員会
委員長　島根　昌明

　クラブ管理運営の出席・親睦活動・会場運営・プロ
グラム・公共イメージ・会報・IT資料・雑誌の８委員
会の委員長をはじめとする皆様、スムーズな委員会活
動を進めて頂き誠にありがとうございました、感謝申
し上げます。
　一年間ありがとうございました。

出席委員会
委員長　深谷　　智

・メークアップを利用して多くの会員の出席数を向上
させる等、地道な対応を実行するという方針に対し
て活発な活動が不十分であった。
・100％出席者が５月31日現在30名程度であった。
また、あと１～２回のメークアップで100％出席に
なる会員が３名程いる為お声かけさせて頂いた。
100％出席者に記念品を贈る。
・出席率は６月末終了時に確定するため年度末に報告
致します。
　一年間通して、らくらく連絡網利用の皆様のご協力
に対し御礼申し上げます。

親睦活動委員会
委員長　谷島　孝明

⑴ビジター・ゲストの受付・案内・ご紹介をいたしま
した。
⑵納涼家族例会・新年家族例会を企画し、たくさんの
ご家族の皆様にご参加いただき開催することができ
ました。
⑶忘年クリスマス例会を企画し、会員の皆様に趣向を
凝らしたコスプレを披露していただきました。
⑷誕生祝を準備しプレゼントの贈呈をし、例会を欠席
されている会員の方には会員のご協力により届ける
ことができました。
⑸ガバナー公式訪問にて接待等のサポートをいたしま
した。
⑹喜寿のお祝いを実施しました。
⑺会員関係の慶弔のお手伝いをさせていただきました。
　親睦活動委員会のメンバー、会員の皆様には多大な
るご協力を賜り感謝申し上げます。

会場運営委員会
委員長　上野　義哉

・通常例会の準備、ガバナー公式訪問、水戸さくら
RCとの合同例会については委員の協力、会員の皆
様の協力の下、計画通り行うことが出来た。
・フードロスの問題については、通常例会の食事の締
めが火曜日ということもあり火曜日の段階ではらく
らく連絡網の返信が少ない中できる限りロスを減ら
すことは出来たと思う。
・例会中の雑談をなくすことに関しては、諸先輩方に
対して指摘することに気が引けてしまい実行するこ
とが出来なかった。
　一年間通して、水戸南RCの厳格過ぎない（和気あ
いあい）という良さを生かしながら会場運営をどう
行っていくかを考えていたが、至らない点も多くご迷
惑をお掛け致しました。
　一年間ご協力ありがとうございました。

国際奉仕・姉妹友好クラブ委員会
委員長　録田　幸裕

当初事業計画
①姉妹・友好クラブと協働出来る国際奉仕を企画、実
行する。

②友好クラブ・シーロムRCとのグローバル補助金の
実施に伴う交流活動を行う。

③姉妹クラブ・清州西原RCとの共同事業を地区補助
金プロジェクトとして社会奉仕委員会と連携して実
施する。

④友好クラブ・高松西RCとも引き続き、交流を実施
する。

事業報告
・７月、グローバル補助金によるタイ王国医療機器の
支援後視察交流事業実施。今年も友好クラブのシー
ロムRCとのGG補助金事業に係る視察交流活動を
実施出来た。今回参加はなかったが、GG補助金事
業には高松西RCも支援金拠出。

・１月、フィリピンにおける清州西原RCとの共同事
業医療と食事物品支援の実施。姉妹クラブの清州西
原RC恒例の国際奉仕事業を今回初めて地区補助金
プロジェクトとして協働出来た。次回以降は未定だ
が今後とも積極的な交流を続けていく予定。

・地区の要請によりミャンマー大地震支援金を拠出し
た。

・高松西RCとも今後以降も交流を続けていく予定。

ロータリー財団委員会
委員長　浅野　佑介

　財団寄付については以下の通りとなりました。
年次基金　実績＄13,100　達成率115％
ポリオ　　実績 ＄2,583　達成率113％
ベネファクター　１名

　今年度ポリオ・プラス・ソサエティーに６名の方が
なりました。
　皆様のご協力に深く感謝申し上げます。
　フィリピンプロジェクトにおいて地区補助金を有効
に活用することができました。
　また、卓話や1－3奉仕研究会において財団理解の
機会を多く設けていただきました。

米山記念奨学委員会
委員長　平山　桜子

・米山奨学金目標金額達成いたしました。
・クラブ全体でサポートしてくださったお陰でチャム
リング　ライ，プレラナさんにロータリーを通じ日
本の心を伝える事ができました。
・出席毎に近況報告もできました。
・米山カウンセラー久保田規子会員の上半期と変わら
ず細やかに対応してくださいました。
　一年間ご協力ありがとうございました。
　心より感謝いたします。

ニコニコBOX委員会
委員長　鈴木由紀子

⑴年度当初目標額  
　1人30,000円×76名　2,280,000円  
⑵例会寄付金総額（5/23現在）  
　例会にての寄付　1,667,000円
　　　　〃　　　　 254,000円

（子ども元気プロジェクト指定献金）
　小　計　　　　　1,821,000円
　年会費より　　　 390,000円（上期分）
　　　　　　　　　 385,000円（下期分）
　小　計　　　　　 775,000円
　合　計　　　　　2,596,000円
　会員皆様のご協力により目標は達成致しました。
　ご献金を頂きました会員の皆様には心から感謝申し
上げます。  

会計委員会
委員長　篠原　　勉

事業実績報告
１．８月第１例会において前年度決算報告と今年度予

算の承認を受けた。
２．12月第１例会において今年度中間決算書を作成

し報告をした。
３．次年度の各委員会の予算請求を出すよう依頼し

た。

雑誌委員会
委員長　高柳　益美

１．例会での雑誌紹介
　毎月一度、例会の時間に、「ロータリーの友」
のおすすめ記事や注目のトピックを紹介いたしま
した。これにより、会員の皆様が雑誌を手に取り
やすくなり、記事の内容を共有する機会を増やす
ことができました。

２．雑誌送付時期の見直し
　これまでは雑誌の到着時期が例会直前になり十
分な検討時間が確保できなかったため、前月中に
雑誌が届くよう発送時期を早めていただきまし
た。これにより、会員の皆様が事前に記事を読み
込む時間を確保でき、より有意義な情報交換や
ディスカッションにつなげられるようになりまし
た。

３．今後の取り組み
　「ロータリーの友」への寄稿や掲載をめざし、
より積極的に記事づくりに関わってまいります。
「ロータリーの友」の購読率向上を図るため、会
員同士での感想共有や勉強会の開催など、雑誌を
活用した交流の機会を増やしていきます。

奉仕プロジェクト委員会
委員長　石川　啓司

　奉仕プロジェクト委員会では、職業奉仕、社会奉
仕、青少年奉仕、国際奉仕・姉妹友好クラブの各委員
会が連携を図り、横断的な活動を支援するため、以下
の活動を実施しました。 
【上半期】 
　各委員会の活動内容や進捗状況を共有し、情報の
相互理解と連携を深めました。

【下半期】 
　１月の第1－3奉仕研究会にて、各委員会の活動
実績と成果について総括的な評価を行い、残された
活動である職業奉仕委員会による職場訪問を含め今
後の課題についても共有しました。 
　さらに次年度第1例会後に予定されている国際
ロータリー3350地区シーロムロータリークラブと
の国際奉仕活動（タイ・ウボンラチャタニー方面の
地方２病院における医療機器贈呈式及び施設視察と
ロータリー財団グローバル補助金の最終報告）の準
備を兼ねて、７月４日～７日の期間で実施する方向
で、またそれに伴うシーロムロータリークラブとの
友好クラブ協議書締結調印等について協議を行いま
した。

職業奉仕委員会
委員長　人見　光一

⑴例会時に四つのテストを掲げる。
⑵令和７年５月16日に、職場訪問として水戸地方裁
判所を見学し、移動例会を実施。
⑶地区研修への参加。
　以上、会員の皆様、関連委員会の皆様、委員会のメ
ンバーの皆様のご協力により、１年間の活動をするこ
とができました。

社会奉仕委員会
委員長　小泉　正史

⑴おひさま食堂を継続しました。また、ボランティア
の方々をRCCとして組織しました（RCC＝水戸南
おひさま食堂ロータリー地域社会共同体の結成）。
⑵地域の課題解決の一助として、クラブ行事として子
ども元気プロジェクトサポートしました（夏休み・
冬休み・春休みの３回実施しました）。

⑶清州西原ロータリークラブとの共同事業として行
う、地区補助金プロジェクトを実施しました（１/
９～１/10にフィリピンの貧困家庭に食料や生活用
品を配布）。

⑷その他地域の社会課題について、地区の要請に応じ
て、災害地大船渡大規模山林火災、大地震に支援を
拠出しました。

青少年奉仕委員会
委員長　原口　一吉

　水戸南RC杯ミニバスケットボール大会の開催が出
来ました。
　会員及び米山奨学生にインターアクト、ライラ等の
青少年奉仕活動への参加を勧めました。
　フィリピンプロジェクトを協力して行いました。

プログラム委員会
委員長　岡村　太郎

①年間・月間プログラムの作成と進行
一年間を通して会長、幹事、各委員長、会員の皆様
のご協力を頂き、充実したプログラムを作成するこ
とが出来ました。また、進行においては川上英則副
委員長、川﨑紀子委員、横須賀舞委員のメンバーで
担当を分担し例会を滞りなく進行できましたことに
心より感謝申し上げます。
② 成長するクラブを実現するために会長、幹事、理事
会でのプログラムに関する検討を積極的に実施し、
理事会におきまして各委員長から忌憚のないご意見
を頂きましてプログラムの詳細をブラッシュアップ
することが出来ました。また、月間卓話の卓話者選
定にあたっては宇留野幹事に多大なご協力を頂きま
して充実した内容の卓話を実施することが出来まし
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ニケーションを取って、例会運営をおこなっていく
楽しくアットホームな雰囲気と出来る限り多くの会
員の皆様にお声がけをさせて頂き、クラブの一員で
あることを感じて頂けるようにコミュニケーション
を大切に運営してまいりました。上野会場運営委員
長、谷島親睦活動委員長、深谷出席委員長には一年
間を通して、ご協力頂きましたことに感謝申し上げ
ます。
④例会時間の管理をしっかりと行っていくことで、規
律と品格あるクラブとなるようプログラム委員会で
主導する。1時間と決められた時間の中で、時間が
足りなかったりまた時間が余ってしまったりするこ
とがありました。大髙ガバナーからのご指導によ
り、例会前に食事を取って例会は発表や卓話の時間
に充てることを試験的に実施してみましたが、賛否
両論がございました。今後の例会運営において参考
にして頂ければと思います。

公共イメージ委員会
委員長　磯﨑　昭彦

①「ロータリーの友」へフィリピンプロジェクトの寄
稿を実施しました。
②Facebookでの情報発信を行いましたが、引き継
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③おひさま食堂RCC結成を通じて、地域社会へのPR
を行いました。
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　水戸南RCの例会や、行っている活動の写真を掲載
し、水戸南RCらしい雰囲気が伝わるような写真を掲
載することを心掛けましたが、毎回同じような紙面に
なってしまったので、次年度以降は他委員会と意見交
換しながら、読む人が楽しめるような紙面にしていか
なければならないと感じました。

IT資料委員会
委員長　桑名　武之

①My ROTARY登録100％を達成しました。
②らくらく連絡網プラスへの移行をサポートしまし
た。
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したので、今後、クラブ内でのコミュニケーションが
より円滑になると良いと思います。
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会員組織委員会
委員長　石井　浩一

　会員組織委員会に属する職業分類、会員選考、会員
増強、ロータリー情報の４つの委員会で協力し、会員
の増強および退会防止に尽力頂きました。各委員長の
皆様、ありがとうございました。
　入会者は２名、退会者は２名です。

ロータリー情報委員会
委員長　篠原　　勉

　近藤会員のオリエンテーションを８月22日水戸京
成ホテル景山において、織也会員のオリエンテーショ
ンを10月15日に水戸プラザホテル四川飯店において
行った。下期は入会がなくオリエンテーションはでき
なかった。
　1－3奉仕研究会に出席し、入会３年未満の会員の
退会防止に努めた。

クラブ管理運営委員会
委員長　島根　昌明

　クラブ管理運営の出席・親睦活動・会場運営・プロ
グラム・公共イメージ・会報・IT資料・雑誌の８委員
会の委員長をはじめとする皆様、スムーズな委員会活
動を進めて頂き誠にありがとうございました、感謝申
し上げます。
　一年間ありがとうございました。

出席委員会
委員長　深谷　　智

・メークアップを利用して多くの会員の出席数を向上
させる等、地道な対応を実行するという方針に対し
て活発な活動が不十分であった。

・100％出席者が５月31日現在30名程度であった。
また、あと１～２回のメークアップで100％出席に
なる会員が３名程いる為お声かけさせて頂いた。
100％出席者に記念品を贈る。

・出席率は６月末終了時に確定するため年度末に報告
致します。

　一年間通して、らくらく連絡網利用の皆様のご協力
に対し御礼申し上げます。

親睦活動委員会
委員長　谷島　孝明

⑴ビジター・ゲストの受付・案内・ご紹介をいたしま
した。
⑵納涼家族例会・新年家族例会を企画し、たくさんの
ご家族の皆様にご参加いただき開催することができ
ました。
⑶忘年クリスマス例会を企画し、会員の皆様に趣向を
凝らしたコスプレを披露していただきました。
⑷誕生祝を準備しプレゼントの贈呈をし、例会を欠席
されている会員の方には会員のご協力により届ける
ことができました。
⑸ガバナー公式訪問にて接待等のサポートをいたしま
した。
⑹喜寿のお祝いを実施しました。
⑺会員関係の慶弔のお手伝いをさせていただきました。
　親睦活動委員会のメンバー、会員の皆様には多大な
るご協力を賜り感謝申し上げます。

会場運営委員会
委員長　上野　義哉

・通常例会の準備、ガバナー公式訪問、水戸さくら
RCとの合同例会については委員の協力、会員の皆
様の協力の下、計画通り行うことが出来た。
・フードロスの問題については、通常例会の食事の締
めが火曜日ということもあり火曜日の段階ではらく
らく連絡網の返信が少ない中できる限りロスを減ら
すことは出来たと思う。
・例会中の雑談をなくすことに関しては、諸先輩方に
対して指摘することに気が引けてしまい実行するこ
とが出来なかった。
　一年間通して、水戸南RCの厳格過ぎない（和気あ
いあい）という良さを生かしながら会場運営をどう
行っていくかを考えていたが、至らない点も多くご迷
惑をお掛け致しました。
　一年間ご協力ありがとうございました。

国際奉仕・姉妹友好クラブ委員会
委員長　録田　幸裕

当初事業計画
①姉妹・友好クラブと協働出来る国際奉仕を企画、実
行する。
②友好クラブ・シーロムRCとのグローバル補助金の
実施に伴う交流活動を行う。
③姉妹クラブ・清州西原RCとの共同事業を地区補助
金プロジェクトとして社会奉仕委員会と連携して実
施する。
④友好クラブ・高松西RCとも引き続き、交流を実施
する。
事業報告
・７月、グローバル補助金によるタイ王国医療機器の
支援後視察交流事業実施。今年も友好クラブのシー
ロムRCとのGG補助金事業に係る視察交流活動を
実施出来た。今回参加はなかったが、GG補助金事
業には高松西RCも支援金拠出。
・１月、フィリピンにおける清州西原RCとの共同事
業医療と食事物品支援の実施。姉妹クラブの清州西
原RC恒例の国際奉仕事業を今回初めて地区補助金
プロジェクトとして協働出来た。次回以降は未定だ
が今後とも積極的な交流を続けていく予定。
・地区の要請によりミャンマー大地震支援金を拠出し
た。
・高松西RCとも今後以降も交流を続けていく予定。

ロータリー財団委員会
委員長　浅野　佑介

　財団寄付については以下の通りとなりました。
年次基金　実績＄13,100　達成率115％
ポリオ　　実績 ＄2,583　達成率113％
ベネファクター　１名
　今年度ポリオ・プラス・ソサエティーに６名の方が
なりました。
　皆様のご協力に深く感謝申し上げます。
　フィリピンプロジェクトにおいて地区補助金を有効
に活用することができました。
　また、卓話や1－3奉仕研究会において財団理解の
機会を多く設けていただきました。

米山記念奨学委員会
委員長　平山　桜子

・米山奨学金目標金額達成いたしました。
・クラブ全体でサポートしてくださったお陰でチャム
リング　ライ，プレラナさんにロータリーを通じ日
本の心を伝える事ができました。
・出席毎に近況報告もできました。
・米山カウンセラー久保田規子会員の上半期と変わら
ず細やかに対応してくださいました。
　一年間ご協力ありがとうございました。
　心より感謝いたします。

ニコニコBOX委員会
委員長　鈴木由紀子

⑴年度当初目標額  
　1人30,000円×76名　2,280,000円  
⑵例会寄付金総額（5/23現在）  
　例会にての寄付　1,667,000円
　　　　〃　　　　　254,000円

（子ども元気プロジェクト指定献金）
　小　計　　　　　1,821,000円
　年会費より　　　 390,000円（上期分）
　　　　　　　　　 385,000円（下期分）
　小　計　　　　　 775,000円
　合　計　　　　　2,596,000円
　会員皆様のご協力により目標は達成致しました。
　ご献金を頂きました会員の皆様には心から感謝申し
上げます。   

会計委員会
委員長　篠原　　勉

事業実績報告
１．８月第１例会において前年度決算報告と今年度予

算の承認を受けた。
２．12月第１例会において今年度中間決算書を作成

し報告をした。
３．次年度の各委員会の予算請求を出すよう依頼し

た。

雑誌委員会
委員長　高柳　益美

１．例会での雑誌紹介
　毎月一度、例会の時間に、「ロータリーの友」
のおすすめ記事や注目のトピックを紹介いたしま
した。これにより、会員の皆様が雑誌を手に取り
やすくなり、記事の内容を共有する機会を増やす
ことができました。

２．雑誌送付時期の見直し
　これまでは雑誌の到着時期が例会直前になり十
分な検討時間が確保できなかったため、前月中に
雑誌が届くよう発送時期を早めていただきまし
た。これにより、会員の皆様が事前に記事を読み
込む時間を確保でき、より有意義な情報交換や
ディスカッションにつなげられるようになりまし
た。

３．今後の取り組み
　「ロータリーの友」への寄稿や掲載をめざし、
より積極的に記事づくりに関わってまいります。
「ロータリーの友」の購読率向上を図るため、会
員同士での感想共有や勉強会の開催など、雑誌を
活用した交流の機会を増やしていきます。

奉仕プロジェクト委員会
委員長　石川　啓司

　奉仕プロジェクト委員会では、職業奉仕、社会奉
仕、青少年奉仕、国際奉仕・姉妹友好クラブの各委員
会が連携を図り、横断的な活動を支援するため、以下
の活動を実施しました。 
【上半期】 
　各委員会の活動内容や進捗状況を共有し、情報の
相互理解と連携を深めました。

【下半期】 
　１月の第1－3奉仕研究会にて、各委員会の活動
実績と成果について総括的な評価を行い、残された
活動である職業奉仕委員会による職場訪問を含め今
後の課題についても共有しました。 
　さらに次年度第1例会後に予定されている国際
ロータリー3350地区シーロムロータリークラブと
の国際奉仕活動（タイ・ウボンラチャタニー方面の
地方２病院における医療機器贈呈式及び施設視察と
ロータリー財団グローバル補助金の最終報告）の準
備を兼ねて、７月４日～７日の期間で実施する方向
で、またそれに伴うシーロムロータリークラブとの
友好クラブ協議書締結調印等について協議を行いま
した。

職業奉仕委員会
委員長　人見　光一

⑴例会時に四つのテストを掲げる。
⑵令和７年５月16日に、職場訪問として水戸地方裁
判所を見学し、移動例会を実施。
⑶地区研修への参加。
　以上、会員の皆様、関連委員会の皆様、委員会のメ
ンバーの皆様のご協力により、１年間の活動をするこ
とができました。

社会奉仕委員会
委員長　小泉　正史

⑴おひさま食堂を継続しました。また、ボランティア
の方々をRCCとして組織しました（RCC＝水戸南
おひさま食堂ロータリー地域社会共同体の結成）。
⑵地域の課題解決の一助として、クラブ行事として子
ども元気プロジェクトサポートしました（夏休み・
冬休み・春休みの３回実施しました）。
⑶清州西原ロータリークラブとの共同事業として行
う、地区補助金プロジェクトを実施しました（１/
９～１/10にフィリピンの貧困家庭に食料や生活用
品を配布）。
⑷その他地域の社会課題について、地区の要請に応じ
て、災害地大船渡大規模山林火災、大地震に支援を
拠出しました。

青少年奉仕委員会
委員長　原口　一吉

　水戸南RC杯ミニバスケットボール大会の開催が出
来ました。
　会員及び米山奨学生にインターアクト、ライラ等の
青少年奉仕活動への参加を勧めました。
　フィリピンプロジェクトを協力して行いました。
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プログラム委員会
委員長　岡村　太郎

①年間・月間プログラムの作成と進行
一年間を通して会長、幹事、各委員長、会員の皆様
のご協力を頂き、充実したプログラムを作成するこ
とが出来ました。また、進行においては川上英則副
委員長、川﨑紀子委員、横須賀舞委員のメンバーで
担当を分担し例会を滞りなく進行できましたことに
心より感謝申し上げます。

② 成長するクラブを実現するために会長、幹事、理事
会でのプログラムに関する検討を積極的に実施し、
理事会におきまして各委員長から忌憚のないご意見
を頂きましてプログラムの詳細をブラッシュアップ
することが出来ました。また、月間卓話の卓話者選
定にあたっては宇留野幹事に多大なご協力を頂きま
して充実した内容の卓話を実施することが出来まし
た。

③みんなで参加するクラブを実現するために、出席委
員会、会場運営委員会、親睦活動委員会とのコミュ
ニケーションを取って、例会運営をおこなっていく
楽しくアットホームな雰囲気と出来る限り多くの会
員の皆様にお声がけをさせて頂き、クラブの一員で
あることを感じて頂けるようにコミュニケーション
を大切に運営してまいりました。上野会場運営委員
長、谷島親睦活動委員長、深谷出席委員長には一年
間を通して、ご協力頂きましたことに感謝申し上げ
ます。

④例会時間の管理をしっかりと行っていくことで、規
律と品格あるクラブとなるようプログラム委員会で
主導する。1時間と決められた時間の中で、時間が
足りなかったりまた時間が余ってしまったりするこ
とがありました。大髙ガバナーからのご指導によ
り、例会前に食事を取って例会は発表や卓話の時間
に充てることを試験的に実施してみましたが、賛否
両論がございました。今後の例会運営において参考
にして頂ければと思います。

公共イメージ委員会
委員長　磯﨑　昭彦

①「ロータリーの友」へフィリピンプロジェクトの寄
稿を実施しました。
②Facebookでの情報発信を行いましたが、引き継
ぎ可能なアカウントの問題が残っています。
③おひさま食堂RCC結成を通じて、地域社会へのPR
を行いました。

会報委員会
委員長　川﨑　英輝

　水戸南RCの例会や、行っている活動の写真を掲載
し、水戸南RCらしい雰囲気が伝わるような写真を掲
載することを心掛けましたが、毎回同じような紙面に
なってしまったので、次年度以降は他委員会と意見交
換しながら、読む人が楽しめるような紙面にしていか
なければならないと感じました。

IT資料委員会
委員長　桑名　武之

①My ROTARY登録100％を達成しました。
②らくらく連絡網プラスへの移行をサポートしまし
た。
③奉仕活動のホームページ掲載（おひさま食堂、子ど
も元気プロジェクト、ポリオデー、RYLA、フィリ
ピンプロジェクト）を実行しました。
　らくらく連絡網プラスは以前より使いやすくなりま
したので、今後、クラブ内でのコミュニケーションが
より円滑になると良いと思います。
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会員組織委員会
委員長　石井　浩一

　会員組織委員会に属する職業分類、会員選考、会員
増強、ロータリー情報の４つの委員会で協力し、会員
の増強および退会防止に尽力頂きました。各委員長の
皆様、ありがとうございました。
　入会者は２名、退会者は２名です。

ロータリー情報委員会
委員長　篠原　　勉

　近藤会員のオリエンテーションを８月22日水戸京
成ホテル景山において、織也会員のオリエンテーショ
ンを10月15日に水戸プラザホテル四川飯店において
行った。下期は入会がなくオリエンテーションはでき
なかった。
　1－3奉仕研究会に出席し、入会３年未満の会員の
退会防止に努めた。

クラブ管理運営委員会
委員長　島根　昌明

　クラブ管理運営の出席・親睦活動・会場運営・プロ
グラム・公共イメージ・会報・IT資料・雑誌の８委員
会の委員長をはじめとする皆様、スムーズな委員会活
動を進めて頂き誠にありがとうございました、感謝申
し上げます。
　一年間ありがとうございました。

出席委員会
委員長　深谷　　智

・メークアップを利用して多くの会員の出席数を向上
させる等、地道な対応を実行するという方針に対し
て活発な活動が不十分であった。
・100％出席者が５月31日現在30名程度であった。
また、あと１～２回のメークアップで100％出席に
なる会員が３名程いる為お声かけさせて頂いた。
100％出席者に記念品を贈る。
・出席率は６月末終了時に確定するため年度末に報告
致します。
　一年間通して、らくらく連絡網利用の皆様のご協力
に対し御礼申し上げます。

親睦活動委員会
委員長　谷島　孝明

⑴ビジター・ゲストの受付・案内・ご紹介をいたしま
した。

⑵納涼家族例会・新年家族例会を企画し、たくさんの
ご家族の皆様にご参加いただき開催することができ
ました。

⑶忘年クリスマス例会を企画し、会員の皆様に趣向を
凝らしたコスプレを披露していただきました。

⑷誕生祝を準備しプレゼントの贈呈をし、例会を欠席
されている会員の方には会員のご協力により届ける
ことができました。

⑸ガバナー公式訪問にて接待等のサポートをいたしま
した。

⑹喜寿のお祝いを実施しました。
⑺会員関係の慶弔のお手伝いをさせていただきました。
　親睦活動委員会のメンバー、会員の皆様には多大な
るご協力を賜り感謝申し上げます。

会場運営委員会
委員長　上野　義哉

・通常例会の準備、ガバナー公式訪問、水戸さくら
RCとの合同例会については委員の協力、会員の皆
様の協力の下、計画通り行うことが出来た。

・フードロスの問題については、通常例会の食事の締
めが火曜日ということもあり火曜日の段階ではらく
らく連絡網の返信が少ない中できる限りロスを減ら
すことは出来たと思う。

・例会中の雑談をなくすことに関しては、諸先輩方に
対して指摘することに気が引けてしまい実行するこ
とが出来なかった。

　一年間通して、水戸南RCの厳格過ぎない（和気あ
いあい）という良さを生かしながら会場運営をどう
行っていくかを考えていたが、至らない点も多くご迷
惑をお掛け致しました。
　一年間ご協力ありがとうございました。

国際奉仕・姉妹友好クラブ委員会
委員長　録田　幸裕

当初事業計画
①姉妹・友好クラブと協働出来る国際奉仕を企画、実
行する。

②友好クラブ・シーロムRCとのグローバル補助金の
実施に伴う交流活動を行う。

③姉妹クラブ・清州西原RCとの共同事業を地区補助
金プロジェクトとして社会奉仕委員会と連携して実
施する。

④友好クラブ・高松西RCとも引き続き、交流を実施
する。

事業報告
・７月、グローバル補助金によるタイ王国医療機器の
支援後視察交流事業実施。今年も友好クラブのシー
ロムRCとのGG補助金事業に係る視察交流活動を
実施出来た。今回参加はなかったが、GG補助金事
業には高松西RCも支援金拠出。

・１月、フィリピンにおける清州西原RCとの共同事
業医療と食事物品支援の実施。姉妹クラブの清州西
原RC恒例の国際奉仕事業を今回初めて地区補助金
プロジェクトとして協働出来た。次回以降は未定だ
が今後とも積極的な交流を続けていく予定。

・地区の要請によりミャンマー大地震支援金を拠出し
た。

・高松西RCとも今後以降も交流を続けていく予定。

ロータリー財団委員会
委員長　浅野　佑介

　財団寄付については以下の通りとなりました。
年次基金　実績＄13,100　達成率115％
ポリオ　　実績 ＄2,583　達成率113％
ベネファクター　１名

　今年度ポリオ・プラス・ソサエティーに６名の方が
なりました。
　皆様のご協力に深く感謝申し上げます。
　フィリピンプロジェクトにおいて地区補助金を有効
に活用することができました。
　また、卓話や1－3奉仕研究会において財団理解の
機会を多く設けていただきました。

米山記念奨学委員会
委員長　平山　桜子

・米山奨学金目標金額達成いたしました。
・クラブ全体でサポートしてくださったお陰でチャム
リング　ライ，プレラナさんにロータリーを通じ日
本の心を伝える事ができました。
・出席毎に近況報告もできました。
・米山カウンセラー久保田規子会員の上半期と変わら
ず細やかに対応してくださいました。
　一年間ご協力ありがとうございました。
　心より感謝いたします。

ニコニコBOX委員会
委員長　鈴木由紀子

⑴年度当初目標額  
　1人30,000円×76名　2,280,000円  
⑵例会寄付金総額（5/23現在）  
　例会にての寄付　1,667,000円
　　　　〃　　　　　254,000円

（子ども元気プロジェクト指定献金）
　小　計　　　　　1,821,000円
　年会費より　　　 390,000円（上期分）
　　　　　　　　　 385,000円（下期分）
　小　計　　　　　 775,000円
　合　計　　　　　2,596,000円
　会員皆様のご協力により目標は達成致しました。
　ご献金を頂きました会員の皆様には心から感謝申し
上げます。   

会計委員会
委員長　篠原　　勉

事業実績報告
１．８月第１例会において前年度決算報告と今年度予

算の承認を受けた。
２．12月第１例会において今年度中間決算書を作成

し報告をした。
３．次年度の各委員会の予算請求を出すよう依頼し

た。

雑誌委員会
委員長　高柳　益美

１．例会での雑誌紹介
　毎月一度、例会の時間に、「ロータリーの友」
のおすすめ記事や注目のトピックを紹介いたしま
した。これにより、会員の皆様が雑誌を手に取り
やすくなり、記事の内容を共有する機会を増やす
ことができました。

２．雑誌送付時期の見直し
　これまでは雑誌の到着時期が例会直前になり十
分な検討時間が確保できなかったため、前月中に
雑誌が届くよう発送時期を早めていただきまし
た。これにより、会員の皆様が事前に記事を読み
込む時間を確保でき、より有意義な情報交換や
ディスカッションにつなげられるようになりまし
た。

３．今後の取り組み
　「ロータリーの友」への寄稿や掲載をめざし、
より積極的に記事づくりに関わってまいります。
「ロータリーの友」の購読率向上を図るため、会
員同士での感想共有や勉強会の開催など、雑誌を
活用した交流の機会を増やしていきます。

奉仕プロジェクト委員会
委員長　石川　啓司

　奉仕プロジェクト委員会では、職業奉仕、社会奉
仕、青少年奉仕、国際奉仕・姉妹友好クラブの各委員
会が連携を図り、横断的な活動を支援するため、以下
の活動を実施しました。 
【上半期】 
　各委員会の活動内容や進捗状況を共有し、情報の
相互理解と連携を深めました。

【下半期】 
　１月の第1－3奉仕研究会にて、各委員会の活動
実績と成果について総括的な評価を行い、残された
活動である職業奉仕委員会による職場訪問を含め今
後の課題についても共有しました。 
　さらに次年度第1例会後に予定されている国際
ロータリー3350地区シーロムロータリークラブと
の国際奉仕活動（タイ・ウボンラチャタニー方面の
地方２病院における医療機器贈呈式及び施設視察と
ロータリー財団グローバル補助金の最終報告）の準
備を兼ねて、７月４日～７日の期間で実施する方向
で、またそれに伴うシーロムロータリークラブとの
友好クラブ協議書締結調印等について協議を行いま
した。

職業奉仕委員会
委員長　人見　光一

⑴例会時に四つのテストを掲げる。
⑵令和７年５月16日に、職場訪問として水戸地方裁
判所を見学し、移動例会を実施。
⑶地区研修への参加。
　以上、会員の皆様、関連委員会の皆様、委員会のメ
ンバーの皆様のご協力により、１年間の活動をするこ
とができました。

社会奉仕委員会
委員長　小泉　正史

⑴おひさま食堂を継続しました。また、ボランティア
の方々をRCCとして組織しました（RCC＝水戸南
おひさま食堂ロータリー地域社会共同体の結成）。
⑵地域の課題解決の一助として、クラブ行事として子
ども元気プロジェクトサポートしました（夏休み・
冬休み・春休みの３回実施しました）。

⑶清州西原ロータリークラブとの共同事業として行
う、地区補助金プロジェクトを実施しました（１/
９～１/10にフィリピンの貧困家庭に食料や生活用
品を配布）。

⑷その他地域の社会課題について、地区の要請に応じ
て、災害地大船渡大規模山林火災、大地震に支援を
拠出しました。

青少年奉仕委員会
委員長　原口　一吉

　水戸南RC杯ミニバスケットボール大会の開催が出
来ました。
　会員及び米山奨学生にインターアクト、ライラ等の
青少年奉仕活動への参加を勧めました。
　フィリピンプロジェクトを協力して行いました。
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プログラム委員会
委員長　岡村　太郎

①年間・月間プログラムの作成と進行
一年間を通して会長、幹事、各委員長、会員の皆様
のご協力を頂き、充実したプログラムを作成するこ
とが出来ました。また、進行においては川上英則副
委員長、川﨑紀子委員、横須賀舞委員のメンバーで
担当を分担し例会を滞りなく進行できましたことに
心より感謝申し上げます。
② 成長するクラブを実現するために会長、幹事、理事
会でのプログラムに関する検討を積極的に実施し、
理事会におきまして各委員長から忌憚のないご意見
を頂きましてプログラムの詳細をブラッシュアップ
することが出来ました。また、月間卓話の卓話者選
定にあたっては宇留野幹事に多大なご協力を頂きま
して充実した内容の卓話を実施することが出来まし
た。
③みんなで参加するクラブを実現するために、出席委
員会、会場運営委員会、親睦活動委員会とのコミュ
ニケーションを取って、例会運営をおこなっていく
楽しくアットホームな雰囲気と出来る限り多くの会
員の皆様にお声がけをさせて頂き、クラブの一員で
あることを感じて頂けるようにコミュニケーション
を大切に運営してまいりました。上野会場運営委員
長、谷島親睦活動委員長、深谷出席委員長には一年
間を通して、ご協力頂きましたことに感謝申し上げ
ます。
④例会時間の管理をしっかりと行っていくことで、規
律と品格あるクラブとなるようプログラム委員会で
主導する。1時間と決められた時間の中で、時間が
足りなかったりまた時間が余ってしまったりするこ
とがありました。大髙ガバナーからのご指導によ
り、例会前に食事を取って例会は発表や卓話の時間
に充てることを試験的に実施してみましたが、賛否
両論がございました。今後の例会運営において参考
にして頂ければと思います。

公共イメージ委員会
委員長　磯﨑　昭彦

①「ロータリーの友」へフィリピンプロジェクトの寄
稿を実施しました。

②Facebookでの情報発信を行いましたが、引き継
ぎ可能なアカウントの問題が残っています。

③おひさま食堂RCC結成を通じて、地域社会へのPR
を行いました。

会報委員会
委員長　川﨑　英輝

　水戸南RCの例会や、行っている活動の写真を掲載
し、水戸南RCらしい雰囲気が伝わるような写真を掲
載することを心掛けましたが、毎回同じような紙面に
なってしまったので、次年度以降は他委員会と意見交
換しながら、読む人が楽しめるような紙面にしていか
なければならないと感じました。

IT資料委員会
委員長　桑名　武之

①My ROTARY登録100％を達成しました。
②らくらく連絡網プラスへの移行をサポートしまし
た。

③奉仕活動のホームページ掲載（おひさま食堂、子ど
も元気プロジェクト、ポリオデー、RYLA、フィリ
ピンプロジェクト）を実行しました。

　らくらく連絡網プラスは以前より使いやすくなりま
したので、今後、クラブ内でのコミュニケーションが
より円滑になると良いと思います。
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会員組織委員会
委員長　石井　浩一

　会員組織委員会に属する職業分類、会員選考、会員
増強、ロータリー情報の４つの委員会で協力し、会員
の増強および退会防止に尽力頂きました。各委員長の
皆様、ありがとうございました。
　入会者は２名、退会者は２名です。

ロータリー情報委員会
委員長　篠原　　勉

　近藤会員のオリエンテーションを８月22日水戸京
成ホテル景山において、織也会員のオリエンテーショ
ンを10月15日に水戸プラザホテル四川飯店において
行った。下期は入会がなくオリエンテーションはでき
なかった。
　1－3奉仕研究会に出席し、入会３年未満の会員の
退会防止に努めた。

クラブ管理運営委員会
委員長　島根　昌明

　クラブ管理運営の出席・親睦活動・会場運営・プロ
グラム・公共イメージ・会報・IT資料・雑誌の８委員
会の委員長をはじめとする皆様、スムーズな委員会活
動を進めて頂き誠にありがとうございました、感謝申
し上げます。
　一年間ありがとうございました。

出席委員会
委員長　深谷　　智

・メークアップを利用して多くの会員の出席数を向上
させる等、地道な対応を実行するという方針に対し
て活発な活動が不十分であった。

・100％出席者が５月31日現在30名程度であった。
また、あと１～２回のメークアップで100％出席に
なる会員が３名程いる為お声かけさせて頂いた。
100％出席者に記念品を贈る。

・出席率は６月末終了時に確定するため年度末に報告
致します。

　一年間通して、らくらく連絡網利用の皆様のご協力
に対し御礼申し上げます。

親睦活動委員会
委員長　谷島　孝明

⑴ビジター・ゲストの受付・案内・ご紹介をいたしま
した。
⑵納涼家族例会・新年家族例会を企画し、たくさんの
ご家族の皆様にご参加いただき開催することができ
ました。
⑶忘年クリスマス例会を企画し、会員の皆様に趣向を
凝らしたコスプレを披露していただきました。
⑷誕生祝を準備しプレゼントの贈呈をし、例会を欠席
されている会員の方には会員のご協力により届ける
ことができました。
⑸ガバナー公式訪問にて接待等のサポートをいたしま
した。
⑹喜寿のお祝いを実施しました。
⑺会員関係の慶弔のお手伝いをさせていただきました。
　親睦活動委員会のメンバー、会員の皆様には多大な
るご協力を賜り感謝申し上げます。

会場運営委員会
委員長　上野　義哉

・通常例会の準備、ガバナー公式訪問、水戸さくら
RCとの合同例会については委員の協力、会員の皆
様の協力の下、計画通り行うことが出来た。
・フードロスの問題については、通常例会の食事の締
めが火曜日ということもあり火曜日の段階ではらく
らく連絡網の返信が少ない中できる限りロスを減ら
すことは出来たと思う。
・例会中の雑談をなくすことに関しては、諸先輩方に
対して指摘することに気が引けてしまい実行するこ
とが出来なかった。
　一年間通して、水戸南RCの厳格過ぎない（和気あ
いあい）という良さを生かしながら会場運営をどう
行っていくかを考えていたが、至らない点も多くご迷
惑をお掛け致しました。
　一年間ご協力ありがとうございました。

国際奉仕・姉妹友好クラブ委員会
委員長　録田　幸裕

当初事業計画
①姉妹・友好クラブと協働出来る国際奉仕を企画、実
行する。
②友好クラブ・シーロムRCとのグローバル補助金の
実施に伴う交流活動を行う。
③姉妹クラブ・清州西原RCとの共同事業を地区補助
金プロジェクトとして社会奉仕委員会と連携して実
施する。
④友好クラブ・高松西RCとも引き続き、交流を実施
する。
事業報告
・７月、グローバル補助金によるタイ王国医療機器の
支援後視察交流事業実施。今年も友好クラブのシー
ロムRCとのGG補助金事業に係る視察交流活動を
実施出来た。今回参加はなかったが、GG補助金事
業には高松西RCも支援金拠出。
・１月、フィリピンにおける清州西原RCとの共同事
業医療と食事物品支援の実施。姉妹クラブの清州西
原RC恒例の国際奉仕事業を今回初めて地区補助金
プロジェクトとして協働出来た。次回以降は未定だ
が今後とも積極的な交流を続けていく予定。
・地区の要請によりミャンマー大地震支援金を拠出し
た。
・高松西RCとも今後以降も交流を続けていく予定。

ロータリー財団委員会
委員長　浅野　佑介

　財団寄付については以下の通りとなりました。
年次基金　実績＄13,100　達成率115％
ポリオ　　実績 ＄2,583　達成率113％
ベネファクター　１名
　今年度ポリオ・プラス・ソサエティーに６名の方が
なりました。
　皆様のご協力に深く感謝申し上げます。
　フィリピンプロジェクトにおいて地区補助金を有効
に活用することができました。
　また、卓話や1－3奉仕研究会において財団理解の
機会を多く設けていただきました。

米山記念奨学委員会
委員長　平山　桜子

・米山奨学金目標金額達成いたしました。
・クラブ全体でサポートしてくださったお陰でチャム
リング　ライ，プレラナさんにロータリーを通じ日
本の心を伝える事ができました。
・出席毎に近況報告もできました。
・米山カウンセラー久保田規子会員の上半期と変わら
ず細やかに対応してくださいました。
　一年間ご協力ありがとうございました。
　心より感謝いたします。

ニコニコBOX委員会
委員長　鈴木由紀子

⑴年度当初目標額  
　1人30,000円×76名　2,280,000円  
⑵例会寄付金総額（5/23現在）  
　例会にての寄付　1,667,000円
　　　　〃　　　　 254,000円

（子ども元気プロジェクト指定献金）
　小　計　　　　　1,821,000円
　年会費より　　　 390,000円（上期分）
　　　　　　　　　 385,000円（下期分）
　小　計　　　　　 775,000円
　合　計　　　　　2,596,000円
　会員皆様のご協力により目標は達成致しました。
　ご献金を頂きました会員の皆様には心から感謝申し
上げます。  

会計委員会
委員長　篠原　　勉

事業実績報告
１．８月第１例会において前年度決算報告と今年度予

算の承認を受けた。
２．12月第１例会において今年度中間決算書を作成

し報告をした。
３．次年度の各委員会の予算請求を出すよう依頼し

た。

雑誌委員会
委員長　高柳　益美

１．例会での雑誌紹介
　毎月一度、例会の時間に、「ロータリーの友」
のおすすめ記事や注目のトピックを紹介いたしま
した。これにより、会員の皆様が雑誌を手に取り
やすくなり、記事の内容を共有する機会を増やす
ことができました。

２．雑誌送付時期の見直し
　これまでは雑誌の到着時期が例会直前になり十
分な検討時間が確保できなかったため、前月中に
雑誌が届くよう発送時期を早めていただきまし
た。これにより、会員の皆様が事前に記事を読み
込む時間を確保でき、より有意義な情報交換や
ディスカッションにつなげられるようになりまし
た。

３．今後の取り組み
　「ロータリーの友」への寄稿や掲載をめざし、
より積極的に記事づくりに関わってまいります。
「ロータリーの友」の購読率向上を図るため、会
員同士での感想共有や勉強会の開催など、雑誌を
活用した交流の機会を増やしていきます。

奉仕プロジェクト委員会
委員長　石川　啓司

　奉仕プロジェクト委員会では、職業奉仕、社会奉
仕、青少年奉仕、国際奉仕・姉妹友好クラブの各委員
会が連携を図り、横断的な活動を支援するため、以下
の活動を実施しました。 
【上半期】 
　各委員会の活動内容や進捗状況を共有し、情報の
相互理解と連携を深めました。

【下半期】 
　１月の第1－3奉仕研究会にて、各委員会の活動
実績と成果について総括的な評価を行い、残された
活動である職業奉仕委員会による職場訪問を含め今
後の課題についても共有しました。 
　さらに次年度第1例会後に予定されている国際
ロータリー3350地区シーロムロータリークラブと
の国際奉仕活動（タイ・ウボンラチャタニー方面の
地方２病院における医療機器贈呈式及び施設視察と
ロータリー財団グローバル補助金の最終報告）の準
備を兼ねて、７月４日～７日の期間で実施する方向
で、またそれに伴うシーロムロータリークラブとの
友好クラブ協議書締結調印等について協議を行いま
した。

職業奉仕委員会
委員長　人見　光一

⑴例会時に四つのテストを掲げる。
⑵令和７年５月16日に、職場訪問として水戸地方裁
判所を見学し、移動例会を実施。
⑶地区研修への参加。
　以上、会員の皆様、関連委員会の皆様、委員会のメ
ンバーの皆様のご協力により、１年間の活動をするこ
とができました。

社会奉仕委員会
委員長　小泉　正史

⑴おひさま食堂を継続しました。また、ボランティア
の方々をRCCとして組織しました（RCC＝水戸南
おひさま食堂ロータリー地域社会共同体の結成）。
⑵地域の課題解決の一助として、クラブ行事として子
ども元気プロジェクトサポートしました（夏休み・
冬休み・春休みの３回実施しました）。
⑶清州西原ロータリークラブとの共同事業として行
う、地区補助金プロジェクトを実施しました（１/
９～１/10にフィリピンの貧困家庭に食料や生活用
品を配布）。
⑷その他地域の社会課題について、地区の要請に応じ
て、災害地大船渡大規模山林火災、大地震に支援を
拠出しました。

青少年奉仕委員会
委員長　原口　一吉

　水戸南RC杯ミニバスケットボール大会の開催が出
来ました。
　会員及び米山奨学生にインターアクト、ライラ等の
青少年奉仕活動への参加を勧めました。
　フィリピンプロジェクトを協力して行いました。

プログラム委員会
委員長　岡村　太郎

①年間・月間プログラムの作成と進行
一年間を通して会長、幹事、各委員長、会員の皆様
のご協力を頂き、充実したプログラムを作成するこ
とが出来ました。また、進行においては川上英則副
委員長、川﨑紀子委員、横須賀舞委員のメンバーで
担当を分担し例会を滞りなく進行できましたことに
心より感謝申し上げます。

② 成長するクラブを実現するために会長、幹事、理事
会でのプログラムに関する検討を積極的に実施し、
理事会におきまして各委員長から忌憚のないご意見
を頂きましてプログラムの詳細をブラッシュアップ
することが出来ました。また、月間卓話の卓話者選
定にあたっては宇留野幹事に多大なご協力を頂きま
して充実した内容の卓話を実施することが出来まし
た。

③みんなで参加するクラブを実現するために、出席委
員会、会場運営委員会、親睦活動委員会とのコミュ
ニケーションを取って、例会運営をおこなっていく
楽しくアットホームな雰囲気と出来る限り多くの会
員の皆様にお声がけをさせて頂き、クラブの一員で
あることを感じて頂けるようにコミュニケーション
を大切に運営してまいりました。上野会場運営委員
長、谷島親睦活動委員長、深谷出席委員長には一年
間を通して、ご協力頂きましたことに感謝申し上げ
ます。

④例会時間の管理をしっかりと行っていくことで、規
律と品格あるクラブとなるようプログラム委員会で
主導する。1時間と決められた時間の中で、時間が
足りなかったりまた時間が余ってしまったりするこ
とがありました。大髙ガバナーからのご指導によ
り、例会前に食事を取って例会は発表や卓話の時間
に充てることを試験的に実施してみましたが、賛否
両論がございました。今後の例会運営において参考
にして頂ければと思います。

公共イメージ委員会
委員長　磯﨑　昭彦

①「ロータリーの友」へフィリピンプロジェクトの寄
稿を実施しました。
②Facebookでの情報発信を行いましたが、引き継
ぎ可能なアカウントの問題が残っています。
③おひさま食堂RCC結成を通じて、地域社会へのPR
を行いました。

会報委員会
委員長　川﨑　英輝

　水戸南RCの例会や、行っている活動の写真を掲載
し、水戸南RCらしい雰囲気が伝わるような写真を掲
載することを心掛けましたが、毎回同じような紙面に
なってしまったので、次年度以降は他委員会と意見交
換しながら、読む人が楽しめるような紙面にしていか
なければならないと感じました。

IT資料委員会
委員長　桑名　武之

①My ROTARY登録100％を達成しました。
②らくらく連絡網プラスへの移行をサポートしまし
た。
③奉仕活動のホームページ掲載（おひさま食堂、子ど
も元気プロジェクト、ポリオデー、RYLA、フィリ
ピンプロジェクト）を実行しました。
　らくらく連絡網プラスは以前より使いやすくなりま
したので、今後、クラブ内でのコミュニケーションが
より円滑になると良いと思います。
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会員組織委員会
委員長　石井　浩一

　会員組織委員会に属する職業分類、会員選考、会員
増強、ロータリー情報の４つの委員会で協力し、会員
の増強および退会防止に尽力頂きました。各委員長の
皆様、ありがとうございました。
　入会者は２名、退会者は２名です。

ロータリー情報委員会
委員長　篠原　　勉

　近藤会員のオリエンテーションを８月22日水戸京
成ホテル景山において、織也会員のオリエンテーショ
ンを10月15日に水戸プラザホテル四川飯店において
行った。下期は入会がなくオリエンテーションはでき
なかった。
　1－3奉仕研究会に出席し、入会３年未満の会員の
退会防止に努めた。

クラブ管理運営委員会
委員長　島根　昌明

　クラブ管理運営の出席・親睦活動・会場運営・プロ
グラム・公共イメージ・会報・IT資料・雑誌の８委員
会の委員長をはじめとする皆様、スムーズな委員会活
動を進めて頂き誠にありがとうございました、感謝申
し上げます。
　一年間ありがとうございました。

出席委員会
委員長　深谷　　智

・メークアップを利用して多くの会員の出席数を向上
させる等、地道な対応を実行するという方針に対し
て活発な活動が不十分であった。
・100％出席者が５月31日現在30名程度であった。
また、あと１～２回のメークアップで100％出席に
なる会員が３名程いる為お声かけさせて頂いた。
100％出席者に記念品を贈る。
・出席率は６月末終了時に確定するため年度末に報告
致します。
　一年間通して、らくらく連絡網利用の皆様のご協力
に対し御礼申し上げます。

親睦活動委員会
委員長　谷島　孝明

⑴ビジター・ゲストの受付・案内・ご紹介をいたしま
した。
⑵納涼家族例会・新年家族例会を企画し、たくさんの
ご家族の皆様にご参加いただき開催することができ
ました。
⑶忘年クリスマス例会を企画し、会員の皆様に趣向を
凝らしたコスプレを披露していただきました。
⑷誕生祝を準備しプレゼントの贈呈をし、例会を欠席
されている会員の方には会員のご協力により届ける
ことができました。
⑸ガバナー公式訪問にて接待等のサポートをいたしま
した。
⑹喜寿のお祝いを実施しました。
⑺会員関係の慶弔のお手伝いをさせていただきました。
　親睦活動委員会のメンバー、会員の皆様には多大な
るご協力を賜り感謝申し上げます。

会場運営委員会
委員長　上野　義哉

・通常例会の準備、ガバナー公式訪問、水戸さくら
RCとの合同例会については委員の協力、会員の皆
様の協力の下、計画通り行うことが出来た。
・フードロスの問題については、通常例会の食事の締
めが火曜日ということもあり火曜日の段階ではらく
らく連絡網の返信が少ない中できる限りロスを減ら
すことは出来たと思う。
・例会中の雑談をなくすことに関しては、諸先輩方に
対して指摘することに気が引けてしまい実行するこ
とが出来なかった。
　一年間通して、水戸南RCの厳格過ぎない（和気あ
いあい）という良さを生かしながら会場運営をどう
行っていくかを考えていたが、至らない点も多くご迷
惑をお掛け致しました。
　一年間ご協力ありがとうございました。

国際奉仕・姉妹友好クラブ委員会
委員長　録田　幸裕

当初事業計画
①姉妹・友好クラブと協働出来る国際奉仕を企画、実
行する。

②友好クラブ・シーロムRCとのグローバル補助金の
実施に伴う交流活動を行う。

③姉妹クラブ・清州西原RCとの共同事業を地区補助
金プロジェクトとして社会奉仕委員会と連携して実
施する。

④友好クラブ・高松西RCとも引き続き、交流を実施
する。

事業報告
・７月、グローバル補助金によるタイ王国医療機器の
支援後視察交流事業実施。今年も友好クラブのシー
ロムRCとのGG補助金事業に係る視察交流活動を
実施出来た。今回参加はなかったが、GG補助金事
業には高松西RCも支援金拠出。

・１月、フィリピンにおける清州西原RCとの共同事
業医療と食事物品支援の実施。姉妹クラブの清州西
原RC恒例の国際奉仕事業を今回初めて地区補助金
プロジェクトとして協働出来た。次回以降は未定だ
が今後とも積極的な交流を続けていく予定。

・地区の要請によりミャンマー大地震支援金を拠出し
た。

・高松西RCとも今後以降も交流を続けていく予定。

ロータリー財団委員会
委員長　浅野　佑介

　財団寄付については以下の通りとなりました。
年次基金　実績＄13,100　達成率115％
ポリオ　　実績 ＄2,583　達成率113％
ベネファクター　１名

　今年度ポリオ・プラス・ソサエティーに６名の方が
なりました。
　皆様のご協力に深く感謝申し上げます。
　フィリピンプロジェクトにおいて地区補助金を有効
に活用することができました。
　また、卓話や1－3奉仕研究会において財団理解の
機会を多く設けていただきました。

米山記念奨学委員会
委員長　平山　桜子

・米山奨学金目標金額達成いたしました。
・クラブ全体でサポートしてくださったお陰でチャム
リング　ライ，プレラナさんにロータリーを通じ日
本の心を伝える事ができました。
・出席毎に近況報告もできました。
・米山カウンセラー久保田規子会員の上半期と変わら
ず細やかに対応してくださいました。
　一年間ご協力ありがとうございました。
　心より感謝いたします。

ニコニコBOX委員会
委員長　鈴木由紀子

⑴年度当初目標額  
　1人30,000円×76名　2,280,000円  
⑵例会寄付金総額（5/23現在）  
　例会にての寄付　1,667,000円
　　　　〃　　　　 254,000円

（子ども元気プロジェクト指定献金）
　小　計　　　　　1,821,000円
　年会費より　　　 390,000円（上期分）
　　　　　　　　　 385,000円（下期分）
　小　計　　　　　 775,000円
　合　計　　　　　2,596,000円
　会員皆様のご協力により目標は達成致しました。
　ご献金を頂きました会員の皆様には心から感謝申し
上げます。  

会計委員会
委員長　篠原　　勉

事業実績報告
１．８月第１例会において前年度決算報告と今年度予

算の承認を受けた。
２．12月第１例会において今年度中間決算書を作成

し報告をした。
３．次年度の各委員会の予算請求を出すよう依頼し

た。

雑誌委員会
委員長　高柳　益美

１．例会での雑誌紹介
　毎月一度、例会の時間に、「ロータリーの友」
のおすすめ記事や注目のトピックを紹介いたしま
した。これにより、会員の皆様が雑誌を手に取り
やすくなり、記事の内容を共有する機会を増やす
ことができました。

２．雑誌送付時期の見直し
　これまでは雑誌の到着時期が例会直前になり十
分な検討時間が確保できなかったため、前月中に
雑誌が届くよう発送時期を早めていただきまし
た。これにより、会員の皆様が事前に記事を読み
込む時間を確保でき、より有意義な情報交換や
ディスカッションにつなげられるようになりまし
た。

３．今後の取り組み
　「ロータリーの友」への寄稿や掲載をめざし、
より積極的に記事づくりに関わってまいります。
「ロータリーの友」の購読率向上を図るため、会
員同士での感想共有や勉強会の開催など、雑誌を
活用した交流の機会を増やしていきます。

奉仕プロジェクト委員会
委員長　石川　啓司

　奉仕プロジェクト委員会では、職業奉仕、社会奉
仕、青少年奉仕、国際奉仕・姉妹友好クラブの各委員
会が連携を図り、横断的な活動を支援するため、以下
の活動を実施しました。 
【上半期】 
　各委員会の活動内容や進捗状況を共有し、情報の
相互理解と連携を深めました。

【下半期】 
　１月の第1－3奉仕研究会にて、各委員会の活動
実績と成果について総括的な評価を行い、残された
活動である職業奉仕委員会による職場訪問を含め今
後の課題についても共有しました。 
　さらに次年度第1例会後に予定されている国際
ロータリー3350地区シーロムロータリークラブと
の国際奉仕活動（タイ・ウボンラチャタニー方面の
地方２病院における医療機器贈呈式及び施設視察と
ロータリー財団グローバル補助金の最終報告）の準
備を兼ねて、７月４日～７日の期間で実施する方向
で、またそれに伴うシーロムロータリークラブとの
友好クラブ協議書締結調印等について協議を行いま
した。

職業奉仕委員会
委員長　人見　光一

⑴例会時に四つのテストを掲げる。
⑵令和７年５月16日に、職場訪問として水戸地方裁
判所を見学し、移動例会を実施。
⑶地区研修への参加。
　以上、会員の皆様、関連委員会の皆様、委員会のメ
ンバーの皆様のご協力により、１年間の活動をするこ
とができました。

社会奉仕委員会
委員長　小泉　正史

⑴おひさま食堂を継続しました。また、ボランティア
の方々をRCCとして組織しました（RCC＝水戸南
おひさま食堂ロータリー地域社会共同体の結成）。
⑵地域の課題解決の一助として、クラブ行事として子
ども元気プロジェクトサポートしました（夏休み・
冬休み・春休みの３回実施しました）。

⑶清州西原ロータリークラブとの共同事業として行
う、地区補助金プロジェクトを実施しました（１/
９～１/10にフィリピンの貧困家庭に食料や生活用
品を配布）。

⑷その他地域の社会課題について、地区の要請に応じ
て、災害地大船渡大規模山林火災、大地震に支援を
拠出しました。

青少年奉仕委員会
委員長　原口　一吉

　水戸南RC杯ミニバスケットボール大会の開催が出
来ました。
　会員及び米山奨学生にインターアクト、ライラ等の
青少年奉仕活動への参加を勧めました。
　フィリピンプロジェクトを協力して行いました。

プログラム委員会
委員長　岡村　太郎

①年間・月間プログラムの作成と進行
一年間を通して会長、幹事、各委員長、会員の皆様
のご協力を頂き、充実したプログラムを作成するこ
とが出来ました。また、進行においては川上英則副
委員長、川﨑紀子委員、横須賀舞委員のメンバーで
担当を分担し例会を滞りなく進行できましたことに
心より感謝申し上げます。
② 成長するクラブを実現するために会長、幹事、理事
会でのプログラムに関する検討を積極的に実施し、
理事会におきまして各委員長から忌憚のないご意見
を頂きましてプログラムの詳細をブラッシュアップ
することが出来ました。また、月間卓話の卓話者選
定にあたっては宇留野幹事に多大なご協力を頂きま
して充実した内容の卓話を実施することが出来まし
た。
③みんなで参加するクラブを実現するために、出席委
員会、会場運営委員会、親睦活動委員会とのコミュ
ニケーションを取って、例会運営をおこなっていく
楽しくアットホームな雰囲気と出来る限り多くの会
員の皆様にお声がけをさせて頂き、クラブの一員で
あることを感じて頂けるようにコミュニケーション
を大切に運営してまいりました。上野会場運営委員
長、谷島親睦活動委員長、深谷出席委員長には一年
間を通して、ご協力頂きましたことに感謝申し上げ
ます。
④例会時間の管理をしっかりと行っていくことで、規
律と品格あるクラブとなるようプログラム委員会で
主導する。1時間と決められた時間の中で、時間が
足りなかったりまた時間が余ってしまったりするこ
とがありました。大髙ガバナーからのご指導によ
り、例会前に食事を取って例会は発表や卓話の時間
に充てることを試験的に実施してみましたが、賛否
両論がございました。今後の例会運営において参考
にして頂ければと思います。

公共イメージ委員会
委員長　磯﨑　昭彦

①「ロータリーの友」へフィリピンプロジェクトの寄
稿を実施しました。
②Facebookでの情報発信を行いましたが、引き継
ぎ可能なアカウントの問題が残っています。
③おひさま食堂RCC結成を通じて、地域社会へのPR
を行いました。

会報委員会
委員長　川﨑　英輝

　水戸南RCの例会や、行っている活動の写真を掲載
し、水戸南RCらしい雰囲気が伝わるような写真を掲
載することを心掛けましたが、毎回同じような紙面に
なってしまったので、次年度以降は他委員会と意見交
換しながら、読む人が楽しめるような紙面にしていか
なければならないと感じました。

IT資料委員会
委員長　桑名　武之

①My ROTARY登録100％を達成しました。
②らくらく連絡網プラスへの移行をサポートしまし
た。
③奉仕活動のホームページ掲載（おひさま食堂、子ど
も元気プロジェクト、ポリオデー、RYLA、フィリ
ピンプロジェクト）を実行しました。
　らくらく連絡網プラスは以前より使いやすくなりま
したので、今後、クラブ内でのコミュニケーションが
より円滑になると良いと思います。



５月24日㈯ おひさま食堂が開催されました 雑誌の時間　高柳雑誌委員長 卓話『クラブ戦略計画のPDCAについて』　宇留野秀一幹事

５月誕生日　兼子充裕会長

５月誕生日　篠原　勉会員

５月誕生日　郡司恵一郎会員

幹 事 報 告幹幹 事事 報報 告告

国際ロータリー第2820地区　水戸南ロータリークラブ

◆RI加盟承認　1973年（昭和48年）６月７日
◆チャーターナイト　1974年（昭和49年）２月10日

■例会場　水戸プラザホテル  TEL.029-305-8111
■事務所　常陽銀行本店  TEL.029-225-4820
■ＵＲＬ　http://www.mito-m-rc.com

クラブ会報委員会／委員長：川﨑英輝　副委員長：久保田規子　委員：水口二良

●会　長　兼子　充裕　会長エレクト　石井　浩一
●幹　事　宇留野秀一　副会長　　　　島根　昌明
　　　　　　　　　　　副幹事　　　　川上　英則

Weekly Report 
Rotary Club of Mito-Minami

週報水戸南
ロータリークラブ
RIテーマ：ロータリーのマジック　地区スローガン：元気な一歩、ともに成長するクラブの力
クラブ会長方針：みんなで参加、ロータリー活動、そして感動

出席報告 会 員 数 出 席 数 欠 席 数 本日出席率

５月第４例会　５月23日（金）５月第４例会　５月23日（金）

地区クラブ活性化セミナーが行われます 
日　時：６月14日㈯　登録 9:30～
　　　　開会 10:00　閉会 16:30
場　所：つくば国際会議場

つくば市竹園2-20-3　TEL.029-861-0001
出席者：2025-26年度：石井浩一会長
　　　　　　　　　　　　島根昌明会長エレクト

会計からのお願い
６月は、決算月となっております。支出のある委員
会は６月20日の例会までに会計または事務局まで
お願い致します。

次年度向け情報集会について
６月２日の理事会で、今年度中に開催する次年度情
報集会のメークアップについて、２週間前告知の条
件を緩和することが承認されました。

５月24日㈯ おひさま食堂が開催されました
出席者（敬称略）　　　　　　　　　　　　　（８名）
兼子、笹館、鈴木（憲）、篠原、小川、原口、川上、中庭

次回例会日程
日　時：６月13日㈮　12:30～
場　所：水戸プラザホテル
内　容：2025-2026年度瀬戸隆海ガバナー公式訪問について

石井浩一会長エレクト
クラブ協議会「委員会実績報告Ⅱ」

１

２

３

４

５

2025年６月６日（金）

 1. 点鐘・開会 
 2. 国歌斉唱・ロータリーソング
 3. ビジター・ゲスト紹介
 4. ロータリーの時間 兼子充裕会長
 5. マルチプル・ポール・ハリス・フェローピン伝達

髙野　賢会員（第７回）　久保田規子会員（第１回）
 6. ポリオ・プラス・ソサエティ認証状及びピン伝達

 島根昌明会員、長岡秀典会員
 7. 米山奨学金授与

ダミディンスレン，イシインホロルさん
 8. 会　食
 9. 会務報告（出席状況報告　ニコニコＢＯＸ　

その他）
10. 幹事報告

―　休　憩（１分間）　―
11. クラブ協議会「委員会実績報告Ⅰ」

会員組織、職業分類、会員選考、会員増強、
ロータリー情報、クラブ管理運営、出席、
親睦活動、会場運営、プログラム、
公共イメージ、会報、IT資料、雑誌

12. ロータリーソング
13. 点鐘・閉会

６月第１例会プログラム

ロータリー親睦活動月間
Vol.52  No34（第2417）－１ 2025年（令和7年）６月６日（金）

77名 30名 47名 47.62％５月第４例会（５月23日）
出席状況

前週訂正出席率65.67%

■会員メークアップ
４/15　日本REC2650　　水口二良
４/18　北海道2500REC　水口二良
４/21　日本REC2650　　水口二良
５/11　北海道2500REC　水口二良
５/21　日本REC2650　　水口二良

水戸西RC　　　　　大金　誠

■財団BOX（５月２３日（金）扱）
笹館康男会員……財団の友献金（第6回）

　＄100　14,200円（累計＄14,600）
粂田信行会員……財団の友献金（第2回）

＄100　14,200円（累計 ＄9,200）
及川　譲会員……財団の友献金（第4回）

＄100　14,200円（累計 ＄5,400）
根本 次会員……財団の友献金（第1回）

＄100　14,200円（累計 ＄4,100）
川﨑紀子会員……財団の友献金（第4回）

＄100　14,200円（累計 ＄3,400）
山本　大会員……財団の友献金（第7・8回）

＄200　28,400円（累計 ＄2,800）
川澄千亜紀会員…財団の友献金（第6・7回）

＄200　28,400円（累計 ＄2,700）
久保田規子会員…財団の友献金（第1回）

＄100　14,200円（累計 ＄2,100）
軍司由佳会員……財団の友献金（第4回）

＄100　14,200円（累計 ＄1,400）
川﨑英輝会員……財団の友献金（第2回）

＄100　14,200円（累計 ＄1,200）
原口一吉会員……財団の友献金（第8・9回）

＄200　28,400円（累計 ＄900）
録田幸裕会員……財団の友献金（第7回）

＄100　14,200円（累計 ＄700）
横須賀舞会員……財団の友献金（第1回）

＄100　14,200円（累計 ＄100）
月例献金（5月分）…2,454円

この計　　　14件　　　$1,600外　　　229,654円

■米山BOX（５月２３日（金）扱）
鈴木憲一会員……米山功労者献金（第7回）

10,000円（累計770,000円）
久保田規子会員…米山功労者献金（第2回）

10,000円（累計220,000円）
二川隆司会員……米山功労者献金（第8回）

10,000円（累計180,000円）
岡村太郎会員……米山功労者献金（第3回）

10,000円（累計130,000円）

この計　　　 4件　　　40,000円

■ニコニコBOX（５月２３日（金）扱）
根本 次会員……
篠原　勉会員……
郡司恵一郎会員…
石川啓司会員……

岡村太郎会員……

人見委員長、職場訪問お疲れ様でした。
誕生祝い有難うございます。
誕生祝い有難うございます。71歳花の独身です。
明日から４日間の不連続東京出張です。総会ラッ
シュでワン公が可愛そうです。
今年度も残り僅か。ラストスパートですね！元気
に楽しくやりましょう。
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この計　　　 5件　　　 13,000円
５月計　　　 29件　　　 109,000円
累　計　　　486件　　　1,821,000円

日　時　６月２日㈪　18:30～
場　所　 水戸プラザホテル
出席者　役　　員　兼子充裕　　石井浩一　　島根昌明

　　　　　宇留野秀一　篠原　勉　　上野義哉
　　　　　石川啓司
理　　事　原口一吉　　録田幸裕　　川上英則
　　　　　磯﨑昭彦　　平山桜子　　岡村太郎
　　　　　米川幸喜（谷島親睦活動委員長代理）

議事・決議事項
①６月の例会プログラムについて 《承　認》

②５月の収支について 《承　認》
③ミャンマー地震への義援金について（追認） 《承　認》
④退会希望者の件 《承　認》
⑤水戸南おひさま食堂RCCの贈呈式、記念品について 《承　認》
⑥クラブ・ラーニングファシリテーター（クラブ研修リーダー）の任命について
 《石井会長エレクトに一任》
⑦次年度情報集会のメークアップについて 《承　認》

保留事項　特になし

第12回定例理事会　議事録


